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   Ａ６１Ｌ  31/00    　　　Ｃ
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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月17日(2013.5.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＢｉＯＣｌ顔料を含むことを特徴とする、形状記憶高分子。
【請求項２】
　ＢｉＯＣｌ顔料が薄片形態であることを特徴とする、請求項１に記載の形状記憶高分子
。
【請求項３】
　ＢｉＯＣｌ顔料が２～５０μｍの粒子サイズを有することを特徴とする、請求項１また
は２に記載の形状記憶高分子。
【請求項４】
　ＢｉＯＣｌ顔料を粉末形態で用いることを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に
記載の形状記憶高分子。
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【請求項５】
　ＢｉＯＣｌ顔料のポリマー中の比率が、ポリマーまたはポリマー混合物の合計重量を基
準として５～５０重量％であることを特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載の
形状記憶高分子。
【請求項６】
　ポリマーが熱可塑性物質の群から選択されることを特徴とする、請求項１～５のいずれ
か一項に記載の形状記憶高分子。
【請求項７】
　熱可塑性物質が、ポリウレタン（ＴＰＵ）、ポリエステル、ポリビニルアルコール、ポ
リビニルシロキサン、ポリカーボネートの群から選択されることを特徴とする、請求項１
～６のいずれか一項に記載の形状記憶高分子。
【請求項８】
　５０Ａ～８０ＤのShore硬度を有することを特徴とする、請求項１～７のいずれか一項
に記載の形状記憶高分子。
【請求項９】
　３５～５０℃の回復温度を有することを特徴とする、請求項１～８のいずれか一項に記
載の形状記憶高分子。
【請求項１０】
　少なくとも１種の医学的活性化合物を含むことを特徴とする、請求項１～９のいずれか
一項に記載の形状記憶高分子。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の形状記憶高分子の調製方法であって、ＢｉＯＣ
ｌ顔料を、プラスチック中に混ぜ合わせるか、または選択されたプラスチックの重合の間
に加え、得られた混合物を、任意にさらなる添加剤を加えて、押出機または射出成形機中
で加工することを特徴とする、前記方法。
【請求項１２】
　少なくとも１種の医学的活性化合物をさらに、プラスチック粉末または化合物に加え、
得られた混合物を、任意にさらなる添加剤を加えて、押出機または射出成形機中で加工す
ることを特徴とする、請求項１１に記載の形状記憶高分子の調製方法。
【請求項１３】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の形状記憶高分子の、骨セメントとしての、根管
錐体、補強ピン、ステント、血管インプラント、カテーテル材料、移植補助器具、医療技
術における用途のための基準ピンの製造のための使用。
【請求項１４】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の形状記憶高分子からなる、成形品。
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